
 

へき地医療貢献者表彰伝達式 

 

                日時 令和７年 10月 17日 午後２時～ 

                場所 宍粟市役所３階 庁議室 

 

 

＜ 次 第 ＞ 

 １ 開式 

 

 ２ お祝いの言葉 

   宍粟市長 福元晶三 

 

 ３ 表彰状伝達・写真撮影 

     

 

 ４ 謝辞 

   公立宍粟総合病院 院長 佐竹信祐 

 

 ５ 質疑応答 

 

 ６ 閉式 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

宍粟市報道発表              令和７年 10 月 17 日 

 

宍粟総合病院 佐竹院長 

へき地医療貢献者表彰を受賞 

兵庫県宍粟市 

概 要 

 

 公立宍粟総合病院の佐竹信祐院長が、令和７年度「へき地医療貢献者表彰」

を受賞しました。「へき地医療貢献者表彰」は、山間地域など医療確保が困難

な地域において15年以上にわたり医療提供に尽力した医師の功績を称えるも

ので、全国自治体病院開設者協議会会長および公益社団法人全国自治体病院

協議会会長により毎年表彰が行われています。昭和 56 年度に創設され、今回

で 45 回目。今年度は全国から 26名が受賞しました。 

 佐竹院長は、平成 16年９月から同院に勤務し、地域医療提供体制の確保に

務めてきました。現在も自ら救急外来や在宅診療に従事し、地域医療の最前

線で活躍しています。主な功績は次のとおりです。 

 

【佐竹院長の功績について】（引用：全国自治体病院協議会による功績文） 

 平成 16 年９月より現在に至るまで約 20 年間、宍粟市で唯一の病院である公立

宍粟総合病院において外科医として勤務し、外来・入院診療に加え、来院が困難

な高齢者への在宅診療を行うなど、地域住民の健康保持や公衆衛生活動に大きく

貢献してきた。 

 その後は、外科部長、診療部長、地域連携室長、副院長を歴任し、平成 30 年

に院長に就任。千種診療所や波賀診療所など、へき地診療所での応援診療にも携

わり、医療資源の限られた過疎・山村地域において、継続的に診療体制を維持し、

住民が安心して医療を受けられる環境の確保に尽力してきた。 

 公立宍粟総合病院は、佐竹院長の方針のもと、地域に不可欠な救急医療や小

児・周産期医療にも積極的に取り組んでいる。 

 救急医療では 365 日 24 時間体制で救急外来患者を受け入れ、その応需率は常

に 87パーセント以上という高い水準を維持している。 

 また小児科においても、通常診療に加えて休日午前の応急診療を実施し、地域

の小児医療を支えることで、へき地医療拠点病院としての役割を果たしている。 

 現在も、佐竹院長自ら、在宅診療や救急外来や当直業務に従事し、医療現場の

最前線で地域医療を支える姿勢を貫いている。 

 

参考資料 全国自治体病院協議会「令和７年度へき地医療貢献者表彰の決定について」 

問合せ先 所属 総合病院総務課 ℡ 0790-62-2410 




